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Abstract 

This article is a report on the Dohwan excavated from Kofun tomb in Toki， Gifu prefecture. This 

Dohwan is the first example as excavated remains in Gifu pref. and is regarded as a product of the 

first half ofthe 7th century A.D. 

はじめに

青銅製の銃「銅銃(どうわん)Jとは、鋳造・鍛造で製作された仏具・食膳具としての容器を指す。わ

が国では紀元 6世紀末頃より古墳・寺院祉での出土遺物や法隆寺献納宝物・正倉院献納御物などの伝世

品でも確認される。銅銃の起源はもともと大陸にあり、中国・韓半島でも出土している。中国では新・

後漢代、韓半島でも中国と同様の鈍が楽浪郡の後漢墓で確認される。わが国と系譜がたどられる銅鏑は

紀元 6世紀末-7世紀より陪墓・初唐墓での事例が挙げられる(毛利光1978)。銅銃のわが国における

初源は 6世紀代、安定して確認されるのは古墳時代後期であり、終罵は少なくとも 11世紀以降のよう

である(原 1996)。

古墳出土資料は日本国内で100例を超える(毛利光1991)0その意義に関しては、地方豪族の間で大

陸的食膳具の受容や仏教文化の受容がなされたと考えられている。国内における銅銃に関する研究初

期より畿内に出土例が少ない事が注意され(小田1975)、その後の研究の蓄積から、北九州・関東地方

(毛利光1978)、中部高地(原1996)に分布が多い事が指摘されている O その由来に関して畿内では、文

献史料から寺院での所蔵記録があり、正倉院献納宝物など伝世資料中心であるのに対し、地方の例は古

墳出土事例が中心である(毛利光1978)。今回紹介を行う土岐市大富西山 l号古墳例は、単に岐阜県初

の出土事例というだけではなく、比較的畿内に近い地方での有力者層が、古代寺院波及(註1)の以前に、

仏具にも用いられる大陸的食膳具を入手し古墳に埋葬している点が注目される O この状況は明らかに

東国での出土状況と類似し、畿内と東国を結ぶ古代東山道が近隣に存在する事とも関連すると推測さ

れ、今後、同様な資料が出土する可能性が指摘される。

銅錦の編年

毛利光は銅銃を以下のように 3分類した(毛利光 1978) (毛利光 1991)。

銅銃はまず、その底部形態により「無台錦JI高台付錦JI高脚付鏡」に分けられる。本稿で取上げる

事例は「無台鈍」である。「無台銃Jはさらに体部の形態を加え、 A(丸底)系列-A 1 (体部が張り

深い)、 AII (体部がゆるやかで浅い)、 Aill(I類に類似するが口縁が外反する)A N  (I類に似るが
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